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講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： N121020

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

看護理論

Nursing Theory

前期 １年 ２ 必修

川上　あずさ

添付ファイル

川上　あずさ／五十嵐　稔子／澤見　一枝全担当教員

卓越した看護実践の基盤となる看護諸理論の発展の経緯とその特徴を理解するとともに、実践と研究との位置
づけを確認し、看護の現象に関する説明や援助・研究への活用について考察する。そのことをとおして、看護
理論が高度な看護実践の基盤となることを理解する。

概要

1）看護実践の基盤となる看護諸理論の発展の経緯とその特徴を理解する。
2）看護理論の構成要素とその分析をとおし、主要な看護理論と看護実践・研究との関連を考察する。
3）看護理論の特徴をふまえ、看護実践・研究への活用について検討し理解する。

目標

プレゼンテーション50％、レポート50％を総合的に評価する。
レポートの課題：看護実践における看護理論の位置づけと活用方法、活用の意義についての考察

評価方法

授業計画 授業内容 授業形態 担当者

1 講義 川上
授業展開のオリエンテーション　看護理論 とは
2025年4月22日 (火)

2 講義 川上
看護理論の構築（記述・ 構成要素 ）と概念分析、看護理論の
概観、看護理論 の分類

2025年4月22日 (火)

3 講義 澤見　五十嵐
看護理論の歴史的発展　　文献の活用・プレゼンテーション
2025年5月20日 (火)

4 講義 五十嵐
看護理論の研究・看護実践への活用：中範囲理論とは 中範囲理
論の特徴

2025年5月20日 (火)

5 演習 澤見
ニーズ理論の理解と活用について考察する ヘンダーソン、オレ
ム，セルフ ケア理論等

2025年6月3日 (火)

6 演習 五十嵐
相互作用理論の理解と活用について考察する トラベルビー，人
間対人間の 看護、ぺプロウ，看護における人間関係等

2025年6月3日 (火)

7 演習 川上
ケアリング理論の理解と活用について考察する ベナー看護論、
ワトソン看護論）

2025年6月17日 (火)

8 演習 澤見
システム理論の理解と活用について考察する （ロイ，適応モデ
ル、ロジャース看護論等）

2025年6月17日 (火)

9 演習 五十嵐
相互作用理論の理解と活用について考察する（マーサー， 母親
役割移行過程理論等）

2025年7月1日 (火)

10 演習 澤見
看護理論の研究・看護実践への活用について検討し討議する
（病気・障害・人生の体験を説明する理論）

2025年7月1日 (火)

11 演習 五十嵐
看護理論の研究・ 看護 実践への活用について検討し討議する
（看護のアセスメントと援助に関する理論)

2025年7月15日 (火)

12 演習 川上
看護理論の研究・ 看護実践への活用について検討し討議する
（危機・ストレス・不確かさの認知や対処に関する理論）

2025年7月15日 (火)
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13 演習 川上
看護理論の研究・ 看護実践への活用について検討し討議する
（行動変容、行動強化に関する理論）

14 演習 澤見
看護理論と研究・看護実践への活用について検討し 討議する
（認識の変容に焦点を当てた理論）

15 演習 川上
看護理論と研究・看護実践への活用 討論及び総括

事前学修については、テキストの授業内容に該当する範囲を精読しておく。
事後学修については、授業時の資料をもとに内容を振り返り理解を深める。
演習時は、各自主体的にプレゼンテーションの準備をすすめる。

授業外学修（事前
学修・事後学修）

１. 筒井真優美編集：看護理論家の業績と理論評価第２班,医学書院,2020.
２．野川道子編著：看護実践に活かす中範囲理論第３版,メヂカルフレンド社,2023.

テキスト

１．Jacqueline Fawcett，大田喜久子他 監訳：看護理論の分析と評価,医学書院，2011.
２．Florence Nightingale：看護覚え書き フローレンス ナイチンゲール,幸書房（復刻版），2007.
３．International Council of Nurses，早野ZITO真佐子・ 小玉香津子 他 訳: 現代に読み解くナイチンゲー
ル・看護覚え書き,日本看護協会出版会，2011.
４．Virginia Henderson, 小玉香津子 訳：ヴァージニア・ヘンダーソン選集,医学書院，2007.
５． Virginia Henderson, 小玉香津子 訳：看護の基本となるもの（改訂版）,日本看護協会出版会,2006.
６．Margaret Jean Harman Watson,稲岡文昭・稲岡光子 訳：ワトソン看護論-人間科学とヒューマンケア,医学
書院,2004.
７．Margaret Jean Harman Watson,川野雅資 長谷川浩訳：ワトソン21世紀の看護論,日本看護協会出版
会,2003.
８．Patricia Benner,井部俊子監 訳 ：ベナー看護論（新訳版）,医学書院，2012.
９．Patricia Benner,井上智子監 訳：ベナー看護ケアの臨床知-行動しつつ考えること,医学書院，2012.
10．Dorothea E.Orem，小野寺杜紀 訳：オレム看護論,医学書院，2005.
11．コニー・M・デニス，小野寺杜紀監訳，オレム看護論入門－セルフケア不足看護理論へのアプローチ,医学
書院.
12．Sister Callista Roy,松木光子 監訳：ザ・ロイ適応看護モデル,医学書院，2010.
13．Hildegard E.Peplau,稲田八重子・小林富美栄他 訳：ペプロウ人間関係の看護論,医学書院，1996.
14．Howard Simpson，高崎絹子他 訳：看護モデルを使う②ペプロウの発達モデル,医学書院，1994.
15．Joyce Travelbee，長谷川浩・藤枝智子 訳：トラベルビー人間対人間の看護,医学書院，2010.
16．黒田裕子：看護診断のためのよくわかる中範囲理論第２版、学研メディカル秀潤社,2015.
17．Madeleine M Leininger，稲岡文昭 訳：レイニンガー看護論,医学書院，1995.
18．Madeleine M Leininger，近藤潤子 伊藤和弘監訳 ：看護における質的研究，医学書院，1997.
19．城ヶ端初子：実践に生かす看護理論19,医学芸術社,2005.
20．金子道子：ヘンダーソン、ロイ、オレム、ペプロウの看護理論と看護過程の展開,照林社，1999.
21. 筒井真優美 編：看護理論-看護理論20の理解と実践への応用-,南近堂，2015.
22. 野嶋佐由美編：看護学の概念と理論的基盤,日本看護協会出版会,2012.
23. アメリカ心理学会（APA）,前田樹海他 訳：APA 論文作成マニュアル第２版,医学書院，2013.
注 再版されているものについては、この出版年に限りません。

参考書

学生へのメッセー
ジ等
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講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： N201060

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

がん病態治療学

Cancer Pathophysiology

前期 １年 ２ 選択

未定

添付ファイル

全担当教員

がん医療の動向、がんの病態生理および診断、検査、最新治療について学び、がん看護学における高度な臨床
判断と看護実践に必要な医学的専門知識を深める。

概要

１）がん医療の動向とがんの対策について理解する。
２）がんの病態と診断、治療の基本的考え方について理解を深める。
３）代表的な悪性腫瘍の診療ガイドラインに基づいた標準治療および最新の治療戦略ついて理解を深める。
４）がん・がん治療に伴う症状の臨床判断および専門的介入について理解を深める。

目標

各授業終了後の学修内容のレポート（７点×12回＝84点：妥当性・適切性）と最終課題レポート（16点：
論理性・一貫性・適切性）を総合的して評価する。
最終課題レポート：がん看護学の高度な臨床判断と看護実践における自己の課題

評価方法

授業計画 授業内容 授業形態 担当者

1 講義4限目
授業展開のオリエンテーション  がん医療の動向と対策

１）がんの疫学
２）日本におけるがん対策（がん対策基本法、がん対策推進基
本計画）
３）がん予防・がん検診
４）がん医療における臨床試験の役割
５）がん診療における診断から治療までの流れ

2 講義5限目
がんの病理学

１）がんの発生
２）がん遺伝子、がん抑制遺伝子
３）がん細胞の増殖・分化異常、浸潤・転移の病態
４）がんの病理学的診断
５）腫瘍マーカーの臨床的意義
６）ゲノム医療

3 講義5限目
がん の 治療 （１）がん 薬物療法-1

１）薬物療法 に関する概念と治療戦略
（殺細胞性 抗がん剤、分子標的 治療 薬 、免疫治療 薬、 遺
伝子治療薬)
２）薬物療法に関連する 有害事象の 病態および マネジメント
３）個別化治療、ゲノム医療

4 講義5限目
がん の 治療 （１）がん 薬物療法-2

１）薬物療法 に関する概念と治療戦略
（殺細胞性 抗がん剤、分子標的 治療 薬 、免疫治療 薬、 遺
伝子治療薬)
２）薬物療法に関連する 有害事象の 病態および マネジメント
３）個別化治療、ゲノム医療

5 講義4限目
がん の 治療 （２）がん 放射線療法-1

１）放射線療法の原理と治療戦略
（根治照射・緩和照射、外部照射・小線源治療 ・ 内用療法）
２）放射線療法に関連する 有害事象の病態およびマネジメント

オンコロジック・エマージェンシーの病態、診断プロセスと治
療戦略
１）がんの骨転移による脊髄圧迫症候群

6 講義4限目
がん の 治療 （２）がん 放射線療法-2

１）放射線療法の原理と治療戦略
（根治照射・緩和照射、外部照射・小線源治療 ・ 内用療法）
２）放射線療法に関連する 有害事象の病態およびマネジメント

オンコロジック・エマージェンシーの病態、診断プロセスと治
療戦略
１）がんの骨転移による脊髄圧迫症候群
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7 講義3限目
代表的な悪性腫瘍と治療（１）

１）肺がんの疫学、病態、診断プロセス、集学的治療

オンコロジック・エマージェンシーの病態、診断プロセスと治
療戦略
２）心タンポナーデ
３）上大静脈症候群

8 講義5限目
代表的な悪性腫瘍と治療（２）

１）胃がんの疫学、病態、診断プロセス、集学的治療
２）大腸がんの疫学、病態、診断プロセス、集学的治療

9 講義5限目
代表的な悪性腫瘍と治療（３）

１）肝臓がんの疫学、病態、診断プロセス、標準治療
２）転移性肝臓がんの疫学、病態、診断プロセス、治療戦略

オンコロジック・エマージェンシーの病態、診断プロセスと治
療戦略
４）肺血栓塞栓症

10 講義5限目
代表的な悪性腫瘍と治療（４）

１）乳がんの疫学、病態、診断プロセス、集学的治療
２）遺伝性乳がん卵巣がん症候群の疫学、病態、診断プロセ
ス、治療戦略

11 講義4限目
代表的な悪性腫瘍と治療（５）-1

１）白血病の疫学、病態、診断プロセス、治療戦略
２）造血幹細胞移植、GVHD への対応
３）悪性リンパ腫の疫学、病態、診断プロセス、治療戦略

オンコロジック・エマージェンシーの病態、診断プロセスと治
療戦略
５）腫瘍崩壊症候群
６）敗血症

12 講義4限目
代表的な悪性腫瘍と治療（５）-2

１）白血病の疫学、病態、診断プロセス、治療戦略
２）造血幹細胞移植、GVHD への対応
３）悪性リンパ腫の疫学、病態、診断プロセス、治療戦略

オンコロジック・エマージェンシーの病態、診断プロセスと治
療戦略
５）腫瘍崩壊症候群
６）敗血症

13 講義5限目
代表的な悪性腫瘍と治療（６）

１）前立腺がんの疫学、病態、診断プロセス、集学的治療
２）ホルモン治療による有害事象の病態およびマネジメント

14 講義5限目
がん・がん治療に伴う症状の臨床判断および専門的介入（１）
身体的症状に対する緩和医療

１）がん性疼痛
　　がん性疼痛の薬物療法における診療ガイドラインに沿った
臨床判断プロセスと治療戦略、その効果判定
２）がん・がん治療に伴う身体的症状（呼吸困難、倦怠感な
ど）
　　診療ガイドラインに沿った臨床判断プロセスと治療戦略、
その効果判定

15 講義4限目
がん・がん治療に伴う症状の臨床判断および専門的介入（２）
サイコオンコロジー・アプローチ

１）サイコオンコロジーの概念
２）がんによってもたらされる患者や家族の一般的な反応
３）不安・適応障害・抑うつのアセスメントと治療的介入
４）せん妄のアセスメントと治療的介入

授業内容は、がんの専門医師からの高度な臨床判断と医学的専門知識をオムニバス形式で学びます。
事前学修：授業内容の項目に沿って既存の知識を整理して、不足する場合は予習をして授業に参加しましょ
う。
事後学修：学びを深めて自分の看護アセスメント・実践などに生かせるように、学修内容を各授業終了後に振
り返りながらレポートしていきましょう。

授業外学修（事前
学修・事後学修）

講義の中で適宜紹介し、資料を配布する。テキスト

講義の中で適宜紹介し、資料を配布する。参考書
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がん病態治療学は、１年前期の「病態生理学」と関連させて本授業の知識を深め、かつ、がんの専門医師
からの高度な臨床判断と医学的専門知識をオムニバス形式で学びます。学びを深めて自分の看護アセスメン
ト・実践などに生かせるように、学修内容を各授業終了後に振り返りながらレポートしていきましょう。

学生へのメッセー
ジ等
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講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： N201130

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

がん看護学実習Ⅰ

Clinical Practice in Cancer Nursing Ⅰ

後期 １年 ２ 選択

未定

添付ファイル

全担当教員

この授業では、がんの専門医によるがんの診断プロセス、がんの治療を受ける患者の臨床検査・治療・身体症
状管理・評価における臨床判断を学び、そのプロセスに必要な知識・技術を習得し、看護への適用について考
究していく。

概要

１）がんの診断、がん薬物療法を受ける患者の臨床検査・治療・身体症状の管理・評価における身体管理の知
識・技術および臨床判断を理解し、指導のもと患者の身体管理の技術を実践する。
２）がん放射線療法を受ける患者の臨床検査・がん放射線療法の適応・身体症状の管理・評価における身体管
理の知識・技術および臨床判断を理解し、指導のもと患者の身体管理の技術を実践する。
３）複雑な問題を抱えるがん患者に対して、学んだ臨床判断および身体管理の方法をもとに、看護師の視点で
の包括的アセスメント、看護実践への適用について考究する。

目標

実習目標に基づいて、自己評価および他者評価（40％：積極性・適切性）を行う。また、カンファレンスの内
容（30％：積極性・適切性）、ケースレポートの内容（30％：論理性・一貫性・適切性）を総合して評価す
る。

評価方法

授業計画 外来および病棟において、がんの診断や苦痛症状の診断プロセス、治療計画、身体管理および治療評価におけ
る臨床判断について、実習指導者（医師、がん看護専門看護師）の指導のもと、以下の体験学習をする。

１． がんの診断・治療戦略における臨床判断、がん薬物療法を受ける患者の身体管理および治療評価の臨床判
断

１）がんの診断プロセス（病歴聴取、フィジカルアセスメント、画像診断、血液データの解釈、病理診断等）
における臨床判断
２）がんの集学的治療における治療戦略の臨床判断
３）がん薬物療法中の患者の有害事象を含めた身体症状の管理および治療評価
　　プロセスにおける臨床判断

＜実習方法＞
１）外来の診察場面に同席し、医師の指導のもと、患者の病歴聴取およびフィジカルアセスメントを実施す
る。
２）医師の指導のもと、がんの存在診断（画像の読影、血液データの解釈）・確定診断（病理組織の解釈）・
病期診断（画像の読影）の臨床判断プロセスを学ぶ。
３）医師のカンファレンス、複数科・多職種で構成されているキャンサーボード に参加し、がんの確定診断プ
ロセス、および集学的治療を踏まえた治療戦略の判断プロセスなどの臨床判断を学ぶ。
４）外来の診察場面に同席し、医師の指導のもと、がん薬物療法を受ける患者の有害事象を含めた身体症状の
管理および治療の評価プロセスにおける臨床判断を学ぶ。

実習場所：未定

実習指導者：未定

２．がん放射線療法を受ける患者の身体管理および治療評価の臨床判断

１）がんの集学的治療における治療戦略の臨床判断
２）がん放射線療法中の患者の有害事象を含めた身体症状の管理および治療評価プロセスにおける臨床判断

＜実習方法＞
１）放射線治療科 外来の診察場面に同席し、医師の指導のもと、患者の病歴聴取およびフィジカルアセスメン
トを実施する。
２）医師の指導のもと、治療計画（画像の読影）、マーキングなどの臨床判断プロセスを学ぶ。
３）医師のカンファレンス、複数科・多職種で構成されているキャンサーボードに参加し、 集学的治療を踏ま
えた治療戦略の判断プロセスなどの臨床判断を学ぶ。
４）放射線療法外来の診察場面に同席し、医師の指導のもと、がん放射線療法を受ける患者の有害事象を含め
た身体症状の管理および治療の評価プロセスにおける臨床判断を学ぶ。

実習場所：未定

実習指導者：未定

３．実習の総括

１）病歴聴取およびフィジカルアセスメントを実践した事例については、結果をもとに臨床判断を行い、ケー
スレポートとしてまとめる。
２）本実習のまとめとして、実習指導者および教員を交えた学生主体のカンファレンスを計画し、プレゼン
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テーションを行う。
３）カンファレンスでの助言も含めて、複雑な問題を抱えるがん患者に対して、学んだ臨床判断および身体管
理の方法をもとに、看護師の視点での包括的アセスメント、看護実践への適用について考究する。
事前学修として、「がん病態生理学」、その他学習課題に関する文献・レポート・看護技術などの準備および
自己の課題・実習目標を明確にしてください。
事後学修として、学修内容を総括して、今後がん看護専門看護師としてどのように活動を広げていくのかとい
う視点で自己の課題を考察してください 。

授業外学修（事前
学修・事後学修）

実習の中で適宜紹介し、資料を配布する。テキスト

実習の中で適宜紹介し、資料を配布する。参考書

１年前期の「がん病態生理学」と関連させて本実習においては専門的知識・実践・評価を統合するために、主
体的に取り組むことを期待します。実習前にあらかじめ、学習課題に関する文献・レポート・看護技術などの
準備および自己の課題・実習目標を明確にしてください。実習中は、主体的に実習場所の実習指導者やスタッ
フ、教員に相談をして、自己の実習目標が達成できるよう努力してください。
実習終了後は、学修内容を総括して、今後がん看護専門看護師としてどのように活動を広げていくのかという
視点で自己の課題を明確にできることを期待します 。

学生へのメッセー
ジ等
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講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： N201140

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

がん看護学実習Ⅱ

Clinical Practice in Cancer Nursing Ⅱ

通年 ２年 ２ 選択

未定

添付ファイル

全担当教員

この授業では、都道府県がん診療連携拠点病院におけるがん看護専門看護師が果たす実践、教育、相談、調
整、倫理的調整、研究の役割・機能について探求することを通して、自分のサブスペシャリティを見据えた今
後の展望、役割開発をする能力について考究する。

概要

１）がん看護専門看護師の役割（実践、教育、相談、調整、倫理的調整、研究）・機能、役割開発について理
解できる。
２）都道府県がん診療連携拠点病院において活動しているがん看護専門看護師の役割（実践、教育、相談、調
整、倫理的調整、研究）・機能、役割開発について理解できる。
３）がん薬物療法看護・緩和ケアをサブスペシャリティにもつがん看護専門看護師の役割と機能、役割開発を
考察することを通して、自分のサブスペシャリティを見据えた今後の展望、役割開発をする能力について洞察
を深める。

目標

実習目標に基づいて、自己評価および他者評価（40％：積極性・適切性）を行う。また、カンファレンスの内
容（30％：積極性・適切性）、ケースレポートの内容（30％：論理性・一貫性・適切性）を総合して評価す
る。

評価方法

授業計画 １. がん看護専門看護師が果たす実践、教育、相談、調整、倫理的調整、研究の実際：

がん看護専門看護師が行う実践、教育、相談、調整、倫理的調整、研究の役割の実際の場面に参加し、その判
断過程を分析することを通して、がん看護専門看護師の役割・機能について学ぶ。

１）がん看護専門看護師が行う実践：
　　病棟や外来において複雑な問題を抱えているがん患者・家族に対する、専門的知識を用いた包括的アセス
メント・看護介入技術、評価などの問題解決思考過程について分析する。

２）がん看護専門看護師が行う教育：
　　看護実践場面でのがん看護専門看護師が行うロールモデルの見学、自施設のがん看護教育に関するがん看
護専門看護師の教育計画のインタビューを行い、教育に関する役割・機能を分析する。

３）がん看護専門看護師の行う相談：
　　病棟や外来においてがん看護専門看護師が行っている相談場面に参加し、相談のタイプ、目標設定、予測
される成果、用いる技術・戦略などのアセスメントについて分析する。

４）がん看護専門看護師の行う調整：
　　病棟や外来においてがん看護専門看護師が行っている調整場面に参加し、対応を必要とした問題、調整の
方向性、予測される成果、用いる技術・戦略などのアセスメントについて分析する。

５）がん看護専門看護師の行う倫理的調整：
　　病棟や外来においてがん看護専門看護師が行っている倫理的調整場面に参加し、対応を必要とした問題、
目標設定、予測される成果、用いる技術・戦略などのアセスメントについて分析する。

６）がん看護専門看護師の行う研究：
　　がん看護専門看護師が行っている研究役割、研究の看護実践への活用などのインタビューを行い、研究に
関する役割・機能を分析する。

２．がん看護専門看護師の役割開発

１）都道府県がん診療連携拠点病院における、がん看護専門看護師の組織における位置づけ、がん看護の質の
向上のための方略、体制づくりなどをインタビューし、組織におけるがん看護専門看護師の役割開発とその方
法について学ぶ。

３．実習の総括

１）がん看護専門看護師の各々の役割について見学・インタビューした結果の分析は、各々の記録用紙にまと
める。

２）本実習のまとめとして、実習指導者および教員を交えた学生主体のカンファレンスを計画し、プレゼン
テーションを行う。

３）カンファレンスでの助言も含め実習のまとめとして、「自分のサブスペシャリティを見据えた今後の展
望、役割開発をする能力についての課題」についてのレポートを作成し、洞察する。

＜実習方法＞

実習期間：約２週間
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実習場所・実習指導者：未定

具体的な実習時期・内容・方法については、 実習要項を参照する。
事前学修として、学習課題に関する文献・レポート・看護技術などの準備および自己の課題 ・実習目標を明確
にしてください。
事後学修として、学修内容を総括して、今後がん看護専門看護師としてどのように活動を広げていくのかとい
う視点で 自己の課題を考察してください。

授業外学修（事前
学修・事後学修）

実習の中で適宜紹介し、資料を配布する。テキスト

実習の中で適宜紹介し、資料を配布する。参考書

実習前にあらかじめ、学習課題に関する文献・レポート・看護技術などの準備および自己の課題・実習目標を
明確にしてください。実習中は、主体的に実習場所の実習指導者やスタッフ、教員に相談をして、自己の実習
目標が達成できるよう努力してください。
実習終了後は、学修内容を総括して、今後がん看護専門看護師としてどのように活動を広げていくのかという
視点で自己の課題を明確にできることを期待します。

学生へのメッセー
ジ等
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講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： N201150

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

がん看護学実習Ⅲ

Clinical Practice in Cancer Nursing Ⅲ

通年 ２年 ２ 選択

未定

添付ファイル

全担当教員

この授業では、治療期・再発期にあり、複雑な問題を抱えがん薬物療法を受ける患者・家族を受け持ち、高度
な知識と的確な臨床判断、熟練した看護技術を用いて、専門看護師としての倫理観に基づいて、質の高いケア
を提供する実践能力を養う。さらに、がん薬物療法看護領域における教育、相談、調整、倫理的調整が自立し
て行える能力を養う。

概要

１）治療期・再発期にあり、複雑な問題を抱えがん薬物療法を受ける患者・家族に対して、高度な知識と的確
な臨床判断、熟練した看護技術を用いて、質の高いケアを提供できる。
２）治療期・再発期にあり、がん薬物療法看護による苦痛症状を有しているがん患者・家族に関わる看護師を
対象に、教育、相談、調整、倫理的調整を実践し、がん薬物療法を受けるがん患者・家族の苦痛の緩和に関す
るがん看護専門看護師の役割・機能 について洞察を深める。

目標

実習目標に基づいて、自己評価および他者評価（40％：積極性・適切性）を行う。また、カンファレンスの内
容（30％：積極性・適切性）、ケースレポートの内容（30％：論理性・一貫性・適切性）を総合して評価す
る。

評価方法

授業計画 １. 高度な知識と的確な臨床判断、熟練した看護技術を用いた質の高いケア
１）都道府県がん診療連携拠点病院の病棟あるいは外来において、治療期・再発期にあり、複雑な問題を抱え
がん薬物療法を受ける患者１名以上を受け持ち、実習指導者および教員の指導のもと、最新の知識や概念・理
論に基づいて、包括的、個別的な視点からアセスメントし、エビデンスに基づいた高度な看護実践を提供す
る。
２）包括的・個別的アセスメント、立案した看護計画、看護実践内容と結果、評価については、看護スタッフ
のカンファレンスなどに積極的に提示し、看護スタッフと連携して行う。

２．看護師を対象にした教育、相談、調整、倫理的調整
１）看護師の教育ニーズを把握し、学習目標、学習計画を立案し、講義を実施・評価する。
２）受け持ち患者の看護実践を通して、看護師に対しての相談、調整、倫理的調整を実施する。

３．実習の総括
１）受け持った患者の看護実践については、ケースレポートを作成する。
２）実施した教育、相談、調整、倫理的調整に関しては、各々適した記録用紙を用いて、簡潔にまとめる。
３）本実習のまとめとして、実習指導者および教員を交えた学生主体のカンファレンスを計画し、プレゼン
テーションを行い、事例の学びを深める。
４）カンファレンスでの助言も含め実習のまとめとして、「がん薬物療法を受けるがん患者・家族の苦痛の緩
和に関するがん看護専門看護師の役割・機能」についてのレポートを作成し、自己の実践能力や看護観・倫理
観を洞察する。

＜実習方法＞
実習期間： 約３週間
実習場所・実習指導者：未定

具体的な実習時期・内容・方法については、実習要項を参照する。
事前学修として、学習課題に関する文献・レポート・看護技術などの準備および自己の課題・実習目標を明確
にしてください。
事後学修として、学修内容を総括して、今後がん看護専門看護師としてど のように活動を広げていくのかとい
う視点で 自己の課題を考察してください 。

授業外学修（事前
学修・事後学修）

実習の中で適宜紹介し、資料を配布する。テキスト

実習の中で適宜紹介し、資料を配布する。参考書

実習前にあらかじめ、学習課題に関する文献・レポート・看護技術などの準備および自己の課題・実習
目標を明確にしてください。実習中は、主体的に実習場所の実習指導者やスタッフ、教員に相談をして、
自己の実習目標が達成できるよう努力してください。
実習終了後は、学修内容を総括して、今後がん看護専門看護師としてどのように活動を広げていくのかという
視点で自己の課題を明確にできることを期待します。

学生へのメッセー
ジ等
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講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： N201160

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

がん看護学実習Ⅳ

Clinical Practice in Cancer Nursing Ⅳ

通年 ２年 ２ 選択

未定

添付ファイル

全担当教員

この授業では、再発期・終末期にあり、複雑な問題を抱え苦痛症状を有しているがん患者・家族を受け持ち、
高度な知識と的確な臨床判断、熟練した看護技術を用いて、専門看護師としての倫理観に基づいて、質の高い
ケアを提供する実践能力を養う。さらに、緩和ケア領域における教育、相談、調整、倫理的調整が自立して行
える能力を養う。

概要

１）再発期・終末期にあり、複雑な問題を抱え苦痛症状を有しているがん患者・家族に対して、高度な知識と
的確な臨床判断、熟練した看護技術を用いて、質の高いケアを提供できる。
２）再発期・終末期にあり、苦痛症状を有しているがん患者・家族に関わる看護師を対象に教育、相談、調
整、倫理的調整を実践し、緩和ケア領域におけるがん患者・家族の苦痛の緩和に関するがん看護専門看護師の
役割・機能について洞察を深める。

目標

実習目標に基づいて、自己評価および他者評価（40％：積極性・適切性）を行う。また、カンファレンスの内
容（30％：積極性・適切性）、ケースレポートの内容（30％：論理性・一貫性・適切性）を総合して評価す
る。

評価方法

授業計画 １. 高度な知識と的確な臨床判断、熟練した看護技術を用いた質の高いケア
１）緩和ケア病棟、都道府県がん診療連携拠点病院の一般病棟あるいは外来において、再発期・終末期にあ
り、複雑な問題を抱え苦痛症状を有しているがん患者１名以上を受け持ち、実習指導者および教員の指導のも
と、最新の知識や概念・理論に基づいて、包括的、個別的な視点からアセスメントし、エビデンスに基づいた
高度な看護実践を提供する。
２）包括的・個別的アセスメント、立案した看護計画、看護実践内容と結果、評価については、看護スタッフ
のカンファレンスなどに積極的に提示し、看護スタッフと連携して行う。

２．看護師を対象にした教育、相談、調整、倫理的調整
１）看護師の教育ニーズを把握し、学習目標、学習計画を立案し、講義を実施・評価する。
２）受け持ち患者の看護実践を通して、看護師に対しての相談、調整、倫理的調整を実施する。

３．実習の総括
１）受け持った患者の看護実践については、ケースレポートを作成する。
２）実施した教育、相談、調整、倫理的調整に関しては、各々適した記録用紙を用いて、簡潔にまとめる。
３）本実習のまとめとして、実習指導者および教員を交えた学生主体のカンファレンスを計画し、プレゼン
テーションを行い、事例の学びを深める。
４）カンファレンスでの助言も含め実習のまとめとして、「緩和ケア領域におけるがん患者・家族の苦痛の緩
和に関するがん看護専門看護師の役割・機能」についてのレポートを作成し、自己の実践能力や看護観・倫理
観を洞察する。

＜実習方法＞
実習期間： 約３週間
実習場所・実習指導者：未定

具体的な実習時期・内容・方法については、実習要項を参照する。
事前学修として、学習課題に関する文献・レポート・看護技術などの準備および自己の課題・実習目標を明確
にしてください。
事後学修として、学修内容を総括して、今後がん看護専門看護師としてどのように活動を広げていくのかとい
う視点で自己の課題を考察してください。

授業外学修（事前
学修・事後学修）

実習の中で適宜紹介し、資料を配布する。テキスト

実習の中で適宜紹介し、資料を配布する。参考書

実習前にあらかじめ、学習課題に関する文献・レポート・看護技術などの準備および自己の課題・実習目標を
明確にしてください。実習中は、主体的に実習場所の実習指導者やスタッフ、教員に相談をして、自己の実習
目標が達成できるよう努力してください。
実習終了後は、学修内容を総括して、今後がん看護専門看護師としてどのように活動を広げていくのかという
視点で自己の課題を明確にできることを期待します 。

学生へのメッセー
ジ等
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講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： N201170

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

がん看護学実習Ⅴ

Clinical Practice in Cancer Nursing Ⅴ

通年 ２年 ２ 選択

未定

添付ファイル

全担当教員

この授業では、在宅療養をしているがん患者を受け持ち、がん患者が住み慣れた自宅に、住み慣れた地域に最
期まで過ごせるための多職種連携、がん患者の在宅療養支援に関するがん看護専門看護師の実践を行い、その
役割・機能を考究する。

概要

１）がん患者に活用できる社会資源および多職種との医療連携について理解する。
２）複雑な問題を抱えて在宅療養を希望するがん患者の在宅支援に関する高度な知識と的確な臨床判断、熟練
した看護技術を用いた質の高いケアを実践する。
３）がん患者が住み慣れた自宅に、住み慣れた地域に最期まで過ごせるための多職種連携、がん患者の在宅療
養支援に関するがん看護専門看護師の役割・機能について洞察を深める。

目標

実習目標に基づいて、自己評価および他者評価（40％：積極性・適切性）を行う。また、カンファレンスの内
容（30％：積極性・適切性）、ケースレポートの内容（30％：論理性・一貫性・適切性）を総合して評価す
る。

評価方法

授業計画 １.がん患者に活用できる社会資源および多職種との医療連携の理解
１）がん患者に活用できる社会資源の内容、利用する際の具体的方法について学ぶ。
２）がん患者の退院支援・退院調整の場、退院合同カンファレンスに同席し、医療介護の多施設のスタッフが
連携・協働するために行う方略、調整、連携の実際を学ぶ。
３）がん患者の訪問に同行し、訪問看護・在宅療養支援における調整・連携の実際を学ぶ。
４）複雑な問題を抱え在宅療養をしているがん患者の訪問に同行し、専門的知識を用いた包括的アセスメン
ト、看護介入技術、評価などの問題解決思考過程について分析する。
５）がん患者の訪問診療場面に同席し、医師の指導のもと、患者の身体症状の管理および療養上の問題につい
ての評価プロセスにおける臨床判断を学ぶ。
６）がん患者の訪問診療場面に同席し、医師の指導のもと、患者のフィジカルアセスメントを実施する。

２．高度な知識と的確な臨床判断、熟練した看護技術を用いた質の高いケア
１）複雑な問題を抱えて在宅で暮らすがん患者１名以上を受け持ち、実習指導者および教員の指導のもと、最
新の知識や概念・理論に基づいて、包括的、個別的な視点からアセスメントし、エビデンスに基づいた高度な
看護実践を提供する。
２）地域包括ケアシステムの視点をもって対象者（患者および家族）を理解したうえでの包括的・個別的アセ
スメント、立案した看護計画、看護実践内容と結果、評価については、看護スタッフのカンファレンスなどに
積極的に提示し、看護スタッフと連携して行う。

３．実習の総括
１）がん患者の退院支援・退院調整の場、退院合同カンファレンスで見学した結果をもとに臨床判断を行い、
ケースレポートとしてまとめる。
２）本実習のまとめとして、実習指導者および教員を交えた学生主体のカンファレンスを計画し、プレゼン
テーションを行う。
３）カンファレンスでの助言も含めて、「がん患者が住み慣れた自宅に、住み慣れた地域に最期まで過ごせる
ための多職種連携、がん患者の在宅療養支援」についてレポートを作成し、自己の課題を考察する。

＜実習方法＞
実習期間：約３週間

実習場所・実習指導者：未定

具体的な実習時期・内容・方法については、実習要項を参照する。
事前学修として、学習課題に関する文献・レポート・看護技術などの準備および自己の課題・実習目標を明確
にしてください。
事後学修として、学修内容を総括して、今後がん看護専門看護師としてどのように活動を広げていくのかとい
う視点で自己の課題を考察してください。

授業外学修（事前
学修・事後学修）

実習の中で適宜紹介し、資料を配布する。テキスト

実習の中で適宜紹介し、資料を配布する。参考書

実習前にあらかじめ、学習課題に関する文献・レポート・看護技術などの準備および自己の課題・実習目標を
明確にしてください。実習中は、主体的に実習場所の実習指導者やスタッフ、教員に相談をして、自己の実習
目標が達成できるよう努力してください。
実習終了後は、学修内容を総括して、今後がん看護専門看護師としてどのように活動を広げていくのかという
視点で自己の課題を明確にできることを期待する。

学生へのメッセー
ジ等

－141－



－142－



－143－



－144－



－145－



－146－



－147－



－148－



－149－



－150－



－151－



－152－



－153－



－154－



－155－



－156－



－157－



－158－



－159－



－160－



－161－



－162－



－163－



－164－



－165－



－166－



－167－



－168－



－169－



－170－



－171－



－172－



－173－



－174－



－175－



－176－



－177－



－178－



－179－



－180－



－181－



－182－



－183－



－184－



－185－



－186－



－187－



－188－



 
 
 
 

トビラ（ノンブルなし）



 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 
3

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

  

－190－



－191－



－192－



－193－



－194－



－195－



－196－



－197－



－198－



 

－199－



－200－



－201－



－202－



－203－



－204－



－205－



－206－



－207－



－208－



 
 
 
 

トビラ（ノンブルなし）



－210－



－211－



－218－



－219－



－220－



－221－



 
 
 
 

－222－



 

 

 

 

 

－223－



－224－



－225－



－226－



－227－



－228－



－229－



 

 

 

－230－



－231－



－232－



－233－



－234－



－235－



－236－



 

 

－237－



－238－



－239－



－240－



－241－



－242－



－243－



－244－



－245－



－246－



 
 

－247－



－248－



－249－



－250－



－251－



－252－



－253－



－254－



－255－



 
 

 
 
 

－256－



－257－



－258－



－259－



－260－



－261－



－262－



－263－



－264－



－265－



－266－



－267－



－268－



 
 
 
 

トビラ（ノンブルなし）



－270－



－271－



－272－



－273－



－274－



－275－



－276－



－277－



－278－


	教育要項_表紙　HP用
	教育要項_本文　HP用

